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肝細胞胆道系MRI造影剤(以下，EOB)の登場は，超音波造影
剤に続く肝画像診断への大きなインパクトである．細胞外液に
分布した後，肝細胞に取り込まれ胆汁中に排泄される特徴があ
り，肝腫瘤性病変の検出や鑑別の向上に大きな期待が寄せられ
ている．各施設で臨床経験が蓄積されつつある現時点で，その
臨床的有用性を整理しつつ今後を展望することを目的に企画し
た．
「肝細胞胆道系MRI造影剤は肝画像診断体系を変えるか？」
と題した工藤正俊先生の序に，EOBへの期待が集約されてい
る．EOBの造影剤として特徴を知るには，上野彰久先生(慶應
大)の解説が最適である．発売以来，様々な病態でEOBの臨床
応用が試みられている．転移性癌については内田政史先生(久留
米大)，肝細胞癌については斎藤 聡先生(虎ノ門)，肝細胞癌と
境界病変との鑑別については佐野勝廣先生(山梨大)，そして肝
細胞性良性病変については小坂一斗先生(金沢大)に，各施設の
経験を踏まえて解説いただいた．

磁場強度が高くなると画質の向上が期待されるが，新たな諸

問題も発生する．1.5T装置との比較をもとに，3.0T装置での

EOBの臨床経験を金 東石先生(大阪大)に解説いただいた．肝

細胞実質相はEOB静注20分後に撮像することが推奨された

が，その前倒しは可能であるのか，また，T 2強調像や拡散強調

像を造影後に撮像することの是非など，撮像時間の短縮を考慮

したEOBを用いた際の撮像法について中村信一先生(熊本大)

に解説いただいた．EOBは胆道内へ排泄されるため胆道病変の

診断への期待もある．その可能性については山田 哲先生(信州

大)が論じている．そして，「EOBで肝画像診断のOne stop
 

shoppingは可能か？」と題して，村上卓道先生(近畿大)にEOB
の臨床応用の現状をまとめていただいた．

臨床例の蓄積とともに，EOBの有用性が現在進行形で次々と

検証されている．そうした中で，当初の予想とは異なるEOBの

側面も明らかになりつつある．EOBは，一筋縄ではいかない造

影剤である．1例1例の所見が物語る事象を正確に捉え，整合性

を取りながらEOBの体内動態を解明していく心構えが大切

だ．

昨日，信州にも梅雨明けが宣言された．いよいよ真夏の到来

である．しかし，この特集号が発刊されるのは，安曇野に秋の

気配が漂う頃であろうか．季節の移り変わりに想いを巡らす，

心のゆとりも大切にしたい．
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